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ローリングストック法に基づく食品管理支援アプリの試作

水口 皓介1 梶並 知記1,a)

概要：本稿では，ローリングストック法を非常食の備蓄管理として適用するための食品管理支援アプリを
提案する．近年，東日本大震災や熊本大震災が起こり，防災意識の上昇に伴って防災研究が盛んに行われ

ている．しかしながら，一般家庭での防災を意識し，尚且つローリングストック法を考慮した非常食の管

理支援は不十分である．そこで本稿では，ローリングストック法を支援するモバイルユーザインタフェー

スを試作し評価する．

1. はじめに

本稿では，ローリングストック法を非常食の備蓄管理と

して適用するための食品管理支援アプリを提案する．

2011年に起きた東日本大震災や 2016年の熊本地震がま

だ記憶に新しく，東日本大震災に至っては５年経過した現

在でもまだ余震が続き気を抜けない状況にある．さらに，

次は南海大地震ではないかという声も最近頻繁に聞くよう

になり，災害に対する関心は年々高まっている．そんな地

震大国日本で，非常食を備える意義は非常に大きく，実際

に備えている家庭も多い．しかしながら，非常食を備蓄し

たことを忘れてしまうなどして消費できず，賞味期限切れ

で非常食を破棄してしまう家庭も少なからず存在してい

る．これでは，数多くの非常食とお金が無駄になってしま

い，非常食を備蓄するということ自体に抵抗が生まる可能

性がある．

そこで本稿では，定期的に非常食を消費し，かつ長期間備

蓄を続けるため，３年ほど前から注目されている，「ローリ

ングストック法」[13]を応用し，非常食の管理を支援する．

ローリングストック法は，非常食を普段の日常に取り入

れ消費していき，消費した分を新たに補充することで常に

新しい非常食が備蓄されている状態になる特徴がある．こ

の特徴により，備蓄する食品の賞味期限が１年程度で済む

ため，ユーザの好みに合った食品を備蓄消費することが可

能になる．

本稿では，ローリングストック法をユーザに「実践しや

すく」「長続きさせる」ことを目的とし，より非常食の無駄

を減らす食品管理支援アプリを提案・試作する．従来のシ
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ンプルな食品管理システムと限定的な比較実験を行い，提

案アプリの有効性と今後の課題を示す．

2. 関連研究

2.1 非常食に関する研究

非常食が関係する研究は大きく２種類に分けることがで

きる．１つ目は，企業や自治体，病院など，１度に備蓄す

る非常食の量が多い，社会的な非常食に関するものである．

緊急時に非常食が必要となる人が膨大ため，必要となっ

てくる非常食も必然的に大量になり破棄する際の損失も莫

大なものとなる．病院では動けない人や病気の人も大勢い

るため災害時における食事への対策も考えなくてはならな

い [3]．このような問題の解決のため，社会的な循環型防

災の必要性を非常食の観点から提起したものや [7]，日本

の災害時における安全な水の確保に焦点を当てた研究があ

る [1]．

２つ目は一般家庭における家庭的な非常食の研究であ

る．家庭ごとに食環境がバラバラで，様々な調査研究がさ

れている [5] [6]．さらに，震災後の食環境や [4]，非常食に

関する意識調査も行われている [10][11]．

本稿は，社会的な非常食に着目したものではなく，一般

家庭における家庭的な非常食を対象にしている．また，従

来研究ではあまり着目されていない，ローリングストック

法の応用に着目している．

2.2 スマートフォンを活用した防災情報システムに関す

る研究

近年，スマートフォンは爆発的に普及し，今や誰でも持っ

ていると言っても良い世の中になっている．スマートフォ

ンは，防災の分野でも活用されている．スマートフォンに

搭載されているＧＰＳ (Global Positioning System，全地
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球測位システム)で取得した位置情報をＧＩＳ (Geographic

Information Systems，地理情報システム)と合わせれば，

家族の現在位置を確認することや，避難場所の検索・誘導

が可能である [2]．ＳＮＳ (Social Networking Service) を

活用すれば災害情報の支援をリアルタイムに行うことが

できる [8]．大勢の住民とスマートフォンの力を合わせる

ことで，防災マップを作成することも可能である [16]．他

にも，県の防災システムにおける利便性向上を目指したも

のや [14]，避難訓練にスマートフォンを活用する事例があ

る [15]．

本稿は，災害前の対策を対象とした非常食管理支援の試

みであり，ローリングストック法を実施する機能の試作を

メインとする．そのためＧＰＳなどセンサー類やネット

ワークは使用していないが，将来的に使用し機能向上を

図ってくことを想定する．

3. ローリングストック法の活用支援

3.1 ローリングストック法の概要

非常食は賞味期限が３～５年ほどのものを備蓄し，賞味

期限間際で一気に消費するか，備蓄したことを忘れて破棄

してしまう場合が多いと考える．こういった長い賞味期限

の非常食は普段から食べ慣れていないため，いざ食べると

きに戸惑う場合がある．さらに期限の長い非常食は数が少

ないため，自分の好みでないものを避けようとすると，備

蓄の必要量に達しなかったり，備蓄した食品がワンパター

ンになる場合がある．

ローリングストック法は，備蓄した食品を定期的に飲食

し，使用した分を補充するという方法で，その性質から非

常食と相性が良い [9][12][13]．図 1は，ローリングストッ

ク法の概要を示している．ローリングストック法の手順

は，以下のとおりである．

( 1 ) 初めに４日分 (12食分)の食品を備蓄する (図 1（a）)．

( 2 ) １か月１回程度の頻度で備蓄した１食分を消費し，１

食分を補充する (図 1（b）)．

( 3 ) （２）を 12回（１年）続けることで，（１）で備蓄し

た食品が無くなり，新たに備蓄したものと入れ替わ

る (図 1（c）)．

この備蓄法を用いることで，これまでの非常食備蓄の問

題点がいくつか改善される．１つ目に，非常食を月に１回

程度日常の食事に取り入れることになるので食べ慣れない

ということを回避できる．２つ目に，１年周期で回すため，

賞味期限も１年程度で済む．そのため備蓄することのでき

る食品の種類も大幅に増やすことができ，レトルト食品や

フリーズドライのものなどユーザが自分の好みに合った食

品を選ぶことが可能になる．このようにローリングストッ

ク法を行うことで破棄される食品が大幅に少なくなる可能

性があると考える．

図 1 ローリングストック法の概要

Fig. 1 Outline of the rolling stockpile method.

3.2 ローリングストック法に基づく食品管理システムへ

の要件

本稿で提案するシステムのユーザは，一人暮らしや主婦

など，家庭内で食品を管理する立場にある人である．ユー

ザのシステムへの要求は，食品を対象にした管理支援，飲

料を対象にした管理支援，作業を対象にした管理支援の３

つに分類できる．表 1は，ユーザの意図とシステムへの要

求をまとめたものである．３種類の対象に対して，ユーザ

の意図として，それぞれ登録操作，状態確認操作，状態変

更操作がある．これらは，ローリングストック法に依存し

ない，一般的なユーザの意図である．表中，ローリングス

トック法の特徴を考慮したシステムへの要求を簡単に記述

している．以下，詳細を本文で記述している．

登録数や日数の限定 図 2は，一般的な食品管理アプリの

例である．一般的に，すべての食品が１つのリスト形

式で表示される．これでは多くの食品を登録している

場合，消費すべき食品を探すのに時間がかかってしま

い大変不便である．そこで，従来システムをローリン
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表 1 ユーザの意図とシステムへの要求

Table 1 Users intentions and requirements for the system.

対象 ユーザの意図 システムへの要求

食品

食品を登録したい 登録数や

食品の状態を確認したい 日数の限定

食品の状態を変更したい

飲料

飲料本数を登録したい 本数の限定や

飲料目安量を確認したい 目安量の固定

飲料本数を変更したい

作業

作業履歴を登録したい 追加と消費の

作業履歴を確認したい 明確化

作業履歴を変更したい

グストック法に特化したものとするために，以下の２

つの特徴に注目する．１つ目は，登録する食品が非常

食に限定されるため，生ものなどの調理前提の食材が

排除されることである．すなわち，１食あたりの登録

数を減らすような工夫がシステムへ求められる．１食

当たりの登録数を減らすことが可能となり，見やすさ

や操作性の向上を図ることができると考える．２つ目

は，ローリングストック法では４日 12食のループが

基本となるため，日数を限定することが出来ることで

ある．すなわち，日数を限定するような工夫がシステ

ムへ求められる．

本数の限定や目安量の固定 非常食備蓄に対する飲料保存

時の特徴として，備蓄する飲料のほとんどがペットボ

トル飲料であるということ，非常時の飲料１日消費目

安量が約３Ｌと決まった数値であるという２点が挙げ

られる．以上の点からローリングストック法を行うと

した時，１人であったとしても最低 12Ｌ，２Ｌペット

ボトルでも６本もの備蓄が必要となる．そしてさらに

人数が増えるたびに飲料の必要量は乗算されていく．

すなわち，ペットボトルの本数に管理対象を限定する

ことや，消費目安量を考慮することがシステムへ求め

られる．

追加と消費の明確化 ローリングストック法を実践する場

合，新しく備蓄したものではなく過去に備蓄した食品

を消費しなければならない．しかし食品管理分散機能

だけではどの部分が新たに追加したのか分かりにく

く，さらに献立を決めその通りに消費するとした場合，

１か月前の食事が朝食，昼食，夜食のどの部分でいつ

消費したということを忘れてしまい消費計画にズレが

出てくる可能性がある．すなわち，この問題を解決す

るために，ローリングストック法と関連する食品追加

と消費操作の履歴を保持することがシステムへ求めら

れる．

本稿では，表 1の対象ごとに，ユーザの要求を満たす機

能を提案する．３つの機能をまとめて，食品管理支援機能

と呼ぶ．

図 2 一般的な食品管理アプリの例 [17]

Fig. 2 Example of general food management application.

表 2 実装端末

Table 2 Smartphone for implementation.

機種名 ASUS Zenfone 3

プラットフォーム Android 6.0

CPU Qualcomm Snapdragon 625

メモリ 3GB

解像度 1920×1080

3.3 食品管理支援機能の概要

3.3.1 食品管理分散機能

ローリングストック法では４日 12食のループが基本で

あるため，１食分の食品を 1つのリストビューに表示させ，

それを 12個用意することで，消費すべき食品を探す手間

を省き，かつボタン１つで１食分を瞬時に削除できるよう

にする．また，食品登録時に食品に「主食」と「おかず」

の２つの属性の内どちらかを与えることで，各属性に応じ

た表示を行う方法を提案する．

3.3.2 飲料計算機能

人数と各容量 (500mL，１ L，1.5L，２ L)に応じた「本

数」を入力することで，登録時間の短縮を図り，４日分の

必要量や総容量の自動計算及び現在登録本数を表示させる

機能を提案する．

3.3.3 履歴管理機能

食品の登録は，朝，昼，夜の各ボタンを押すだけという

シンプルなものとする．画面には押したボタンの属性と押

された時の日付を表示し，もし日を跨いでしまった場合に

備え日付を変更できる機能を提案する．

4. システムの実装

4.1 開発環境

表 2は，提案システムを実装する端末のスペックをまと

めたものである．本稿では，Androidスマートフォンへ実

装する．また，表 3は，開発環境をまとめたものである．

提案システムを Android Studioで開発する．
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表 3 開発環境

Table 3 Development environment.

OS Windows10

CPU Intel Core i7-3770K

開発ソフト Android Studio 2.1

4.2 食品管理支援機能の実装

4.2.1 食品管理分散機能

食品を登録する上で必要なデータベースには，SQLiteを

使用している．本稿で提案するシステムはあくまで試作で

あり，ローカルな環境で動作しかつ開発が容易な SQLite

が適していると判断している．なお，本機能ではテーブル

使用数は１，カラムはＩＤ，商品名，賞味期限，個数，消

費日 (１～４日)，消費時間 (朝・昼・夜)，食品属性 (主食・

おかず)の７つとしている．

図 3は，食品管理分散機能の画面遷移の関係を表してい

る．本機能は，TOP画面を除いて，登録画面，献立表示

部，分類表示部の３種類の部分にわかれる．

図 4（a）は，登録画面である．登録画面でのユーザの入

力作業は，商品名の直接入力，個数・人数の直接入力とボ

タン入力，賞味期限のカレンダー入力となっており，食品

消費日・消費時間・食品属性をラジオボタンで選択する．

図 5は，本機能で食品の個別削除・個数変更・賞味期限変

更を行う際の例を示している．食品欄を長押しすることに

より出てくるアラートダイアログを使用する．アラートダ

イアログは２段になっており，順に個別削除，個数変更，

カレンダー表示となる．

図 4（b）は，ローリングストック法の「４日分」に基づ

いた献立表示部の画面である．１画面に３つ計 12のリス

トビューを配置し，登録画面で食品へ付与した属性を元に

SQL文を実行した後，賞味期限順でソートしている．

図 4（c）と（d）は，登録されている食品を「主食」「お

かず」のカテゴリに分けて表示する分類表示部の画面であ

る．分類表示部では２通りの表示方法を用意している．１

つ目は同じ食品名かつ賞味期限だった場合に個数を合計し

賞味期限順でソートを行い表示する方法である（図 4（c））．

２つ目は，登録されている食品を全て表示し，食品名・賞

味期限・消費日・消費時間の順でソートを行い表示する方

法である（図 4（d））．

　　

4.2.2 飲料計算機能

本機能では，データを保存するために，Android内の機

能の一つである Preferenceを使用している．Preferenceと

は，Android内での保存機能の１つであり，キーと値の組

み合わせでデータを保存する方法である．本稿で取り扱

う値の種類は５つだけであるため，データベースと比べ，

Preferenceの方が向いていると判断している．

本機能は，非常食における飲料の保存に着目した機能だ

図 3 画面遷移の関係

Fig. 3 Relationship of screen transition.

図 4 食品管理分散機能の実行例

Fig. 4 Execution example of food management distribution

function.

が，商品名や賞味期限の入力は一切せず，本数の値を登録

し，現在備蓄している全体量を把握することを使用目的と
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図 5 登録操作の例

Fig. 5 Example of input operation.

図 6 飲料計算機能

Fig. 6 Count up drink function.

している．

図 6は，飲料計算機能の画面である．図 6（a）は，ユー

ザが飲料の登録を行う画面である．ユーザが入力する個所

は，500mL・１ L・1.5L・２ L・人数の５個所となっており，

人数に関しては食品管理分散機能の登録画面内にある人数

入力欄とリンクしている．初期数値は１人だが，本機能か

食品管理分散機能のどちらかで変更があった場合，その数

値が次回からのデフォルトとなる．数値を入力して「増や

す」「減らす」のボタンを押すことで Preference内の数値

が増減され，全体量，人数当たりの残り日数，４日分まで

の残り容量が算出される．一人１日当たりの消費容量は３

Ｌとしており，これは，「１人が１日生活する上で必要な水

の量はおおよそ３Ｌ」という非常食における基礎情報を参

考にしている．図 6（b）は，飲料の備蓄状況を表示する画

面である．備蓄の残り日数分を表示する箇所の上段は，１

人固定の常時表示であり，下段は人数が２人以上だった場

合にのみ表示される．

4.2.3 履歴管理機能

本機能でも，履歴を登録する際に SQLiteを使用してお

り，使用テーブル数１，カラムは現在日と消費時間 (朝・

昼・夜)の２つとなっている．図 7は，履歴管理機能の実

図 7 履歴管理機能の実行例

Fig. 7 Execution example of the log management function.

行例である．登録方法は，「朝」「昼」「夜」の３つあるボタ

ンのどれかを押すだけの，シンプルな方法である．画面下

部には属性ごとに件数をカウントし表示する項目を設けて

いる．個別削除，日数変更は，食品管理分散機能同様，ボ

タンを長押しすることで出来るようになっている．

5. 評価実験

5.1 目的と仮説

実験の目的は，被験者に，実際に試作した提案システム

と従来システム（典型的な機能のみを実装したベースライ

ンシステム）を用いてローリングストック法を実施しても

らい，提案システムの有効性を検証すると共に，提案シス

テムの問題点や今後の課題を調査することである．具体的

には，提案システムが従来システムと同等の見易さかそれ

以上の見易さを備え，ローリングストック法に適している

操作性を備え，ローリングストック法を継続し易いか，検

証する．したがって，仮説は以下の３つである．

仮説１ 非常食（食品と飲料）の管理のし易さについて

「提案システム＞従来システム」である．

仮説２ 非常食の管理に関する画面の見易さについて

「提案システム≧従来システム」である．

仮説３ ローリングストック法の継続し易さについて

「提案システム＞従来システム」である．

5.2 環境と手順

本稿では，少数の被験者による限定的な評価にとどめる

が，実利用に近い形でローリングストック法を行う「実践

的実験」と，提案システムのユーザインタフェースについ

て第一印象やシステム導入時の問題点を洗い出す「模擬的

実験」を行う．実験では，表 2 の端末を使用する．表 4

は，被験者４名の年代と性別をまとめたものである．被験

者１と被験者２に実践的実験と模擬的実験の両方に参加し

てもらい，被験者３と被験者４には模擬的実験に参加して

もらう．
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表 4 被験者データ

Table 4 Participants’ data.

被験者１ 被験者２ 被験者３ 被験者４

年齢 50 代 20 代 20 代 20 代

性別 女性 女性 男性 男性

5.2.1 実践的実験

被験者に，実際に 12食分の非常食を，提案・従来両シ

ステムに登録してもらい，実利用に近い形でローリングス

トック法を行う．実験期間は４日であり，手順は以下のと

おりである．

( 1 ) 被験者に，４日（12食）分の食品を備蓄してもらう．

( 2 ) 被験者に，備蓄した食品を提案システムに登録しても

らい，飲料は仮想的に 12リットルで登録してもらう．

( 3 ) 被験者に，登録している１食分を食べた後でログをつ

けてもらい，減った分の食料を補充し登録状況を更新

してもらう．飲料は１食消費につき１リットル減らす．

実験終了後，被験者にインタビューとアンケートを行う．

本実験はローリングストック法に実利用に近い形で行うた

め，実用上のメリット/デメリットについて，詳細な意見

を収集できると考える．なお，本実験では，生ものの登録

を禁止している．

5.2.2 模擬的実験

被験者に，ローリングストック法を実践するとして提案

システムの各機能が役立ちそうかどうか，第一印象で評価

してもらう実験である．（ただし，被験者１と被験者２に関

しては，実践的実験後に，実際に４日間使った上での評価

をしてもらう．）実験時間は１人当たり 15分程度である．

手順は以下のとおりである．

( 1 ) 被験者に，ローリングストック法を理解してもらう．

( 2 ) 被験者に，提案システムの各機能を操作してもらう．

( 3 ) 被験者に，自分自身がローリングストック法を提案シ

ステムで行う場合に，各機能が役立つか評価しても

らう．

実験終了後，被験者にインタビューとアンケートを行う．

本実験から，被験者の直観的な意見を収集できると考える．

5.3 結果と考察

5.3.1 実践的実験のアンケート結果

表 5は，被験者から得られたアンケート結果をまとめた

ものである．管理容易性は，ローリングストック法を行う

際の食品管理のし易さについての設問で，5.1節の仮説１

に関連する．操作容易性は，同様にローリングストック法

を行う際の，画面の見易さ（わかり易さ）についての設問

で，5.1節の仮説２に関連する．継続容易性は，ローリング

ストック法を継続のし易さについての設問で，5.1節の仮

説３に関連する．これらは，５段階評価（５：Good，１：

Bad）である．また，総合評価として，100点満点中何点

表 5 アンケート結果

Table 5 Results of questionnaire.

システム 被験者１ 被験者２

管理容易性
提案 4 3

従来 3 1

視認容易性
提案 4 3

従来 3 5

継続容易性
提案 5 2

従来 3 1

総合評価
提案 75 45

従来 50 30

表 6 機能と見やすさの評価

Table 6 Evaluation of each function and visibility.

被験者１ 被験者２ 被験者３ 被験者４

食品管理 4 3 2 4

飲料計算 4 5 5 4

履歴管理 4 5 5 4

視認性
提案 4 3 5 5

従来 3 4 4 4

か答えてもらった．

表 5より，仮説１～３を満たす傾向を伺うことができる

が，被験者２のみ，視認容易性に関して従来システムの方

を高く評価している．

5.3.2 模擬的実験のアンケート結果

表 6は，被験者から得られたアンケート結果をまとめた

ものである．提案システムの３種類の機能それぞれについ

てと，視認性の項目にて総合的な見易さ（わかり易さ）に

ついて評価してもらっている．これらは，５段階評価（５：

Good，１：Bad）である．表 6より，提案システムは従来

システムと同程度の視認性を維持しており，5.1節の仮説

２を満たしている．各機能については，全体的にポジティ

ブな評価を得られているが，被験者３による食品管理分散

機能に関する評価が低い．

5.3.3 考察

5.3.1節のアンケート結果と，被験者から得られたコメン

トから，提案システムの改善点を明らかにする．各機能に

ついては，シンプルな飲料計算機能や履歴管理機能に比べ

て，食品管理分散機能の評価が落ち込む傾向にある．被験

者から得られた典型的なコメントは，以下のようなもので

ある．

• 一覧表示が欲しい（被験者１）．
• 賞味期限が長い食品は置いておきたい（被験者１）．
• デザイン性に欠けている（被験者２）．
• 使い方がよくわからない（被験者３）．
• 文字が小さい（被験者４）．
これらから，被験者が手軽で操作しやすいユーザインタ

フェースを求めていると考える．また，「賞味期限が長い食

品を置いておきたい」といったコメントから，被験者の食
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事スタイルに応じた機能カスタマイズの必要があると考え

る．これらのコメントから，登録食品の柔軟性の向上や，

ソート機能の強化をしていく必要があると考える．

また，性別や年齢層に応じて必要とする機能に差がある

傾向を示す以下のようなコメントを得ている．

• 料理のメニューごとの表示がほしい（被験者１）
• 消費カロリーを表示する画面がほしい（被験者２）
• １か月後の数日前に通知機能があるといい（被験者４）
これらのコメントから，若い人や主婦で，理想とするシ

ステムの使い方に差があると考える．今後，年齢層に応じ

た機能カスタマイズも必要と考える．

6. おわりに

本稿では，ローリングストック法を非常食の備蓄管理と

して適用するための食品管理支援アプリを提案した．ロー

リングストック法を適用した非常食管理を支援するため

に，食品管理分散機能，飲料計算機能，履歴管理機能の３

つの機能を試作し，Android端末上に実装した．従来シス

テムと比較する，限定的な評価実験の結果，３つの機能が

ローリングストック法を実践する際に有効である傾向が認

められた．しかしながら，ユーザビリティ面で課題がある

ことも明らかとなった．

今後の課題として，ユーザビリティの向上が挙げられ

る．また，本稿で行った実験は被験者の数が極めて少数か

つ，実験期間が短いものであった．今後，被験者を増やし，

ローリングストック法を長期間に渡って実践した場合の評

価も行う必要があると考える．
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